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自動車か らの 亜 酸化窒素排出
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　 1．目的

　温室効果ガ ス の
一

つ で ある亜酸化窒素 （N20 ）の 温暖化寄与は 、 すべ て の 温室効果ガ ス の 6％と

い われ て い る 。 N20 の 大気 中濃度は年 間 0．2 〜 0．3％の 割合で 増加し て い て
、 その 原因の ひ とっ に

自動車か ら排 出され る 2＞20 が あげ られて い る 。 しか し 、測定例が少 ない こ とか ら、実態の 解明は

十分に 行われて い ない
。 こ の た め、各種 自動車 の 亜酸化窒素排出量を 測定す ると ともに 、碗 0 排

出量が多い とい われ て い る三 元触媒車につ い て 、走行距離数 、 触媒温度と N20 排出量と の 関係に

つ い て 検討した。

　2．／％0 濃度及び排出量の 測定方法

　シャシダイナモ メ
ータ上におい て 走行試験を行 っ た 。 排ガ ス 中の N20 濃度は 、 三 元触媒の 前後に

おい て 、排気管か ら直接排ガ ス を採取して測定した 。

一
方、N20 排出量は CVS 法を用い て 、 テ ド

ラ
ーバ ッ グに採取 した希釈排ガ ス及び希釈空気の 碗 0 濃度差か ら求めた 。 ど ち らの 場合 も、N20

濃度は 、ガ ス 相関式 赤外線 吸収法に基づ く測定器 を用い て測 定した ［1］。

　 3．結果

　使用燃料及び排ガ ス 処理方式毎の io・15 モ ー ド N20 排 出量は表 1 に示 した とお りで ある 。 デ ィ
ー

ゼル 車及び 触媒の 付い て い ない ガ ソ リン車は 丿＞20 排出量が少なく 、 試験車毎の ば らつ きは小 さい 。

し か し 、 酸化触媒＋EGR ガ ソ リン 車 と三 元触媒ガ ソ リン 車で は N20 排出量は 多く 、 試験車毎 の ば

らつ きも大きい 。

表 1： 試験 車両の 10 ・15モ ード ノ＞20 排 出量
禰 　　平 F　　　　　 小 　　　　　　　 調　 口

（mg ／km ） （mg ／km ） （mg ！km ）
EGR 　　ソ 匸 ン

酸 化触媒 十EGR ガ ソ リン 車

三 元触媒ガソ リン 車

デ イ
ー・

ゼル 車

三 元 触媒 LPG 車

メ タ ノ
ー

ル 車

2．427
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．75
．18
．12
．4

6
卩
D1304

030210 　 6．7　　　　6
67 ．2　　　　 5

304．玉　　　 25
　 8．5　　 　　 6

15．6　　　　4
　 9．9　 　　 　 7

行

　 （km ）
87，783

　 79
，
266

　 24，819
　 16 ，000
　 13，538
　 3 ，215

　三元触媒車の 走行距離数と 1＞20 排出量 とは 比例関係が あ り、触媒の 使用時間が 長 くなると N20

排出量は 増加する傾向がみ られ た 。 そこで 、2台の 使用過程車の触媒を新品と交換した ところ、走

行距離数 98
，
000km の 車両では N20 排 出量が 53mg ／km か ら 2．5mg ／km へ

、 また 29
，
000km の車

両で は 6．lmg ／km か ら o．lmg！km へ と減少 し 、触媒を長 期間使用す る こ とに よ り 、 N ，O　9＃出量が

増加す る こ とが 明らか に なっ た 。

　三元触媒の 前後で 、 N20 濃度を測定した とこ ろ 、 三 元触媒前の 1V20 濃度は数 ppm 程度で あっ

たが 、 触媒後で は触媒前よ り高くな り 、 100ppm を超 える揚合もあっ た 。 こ の 結果か ら 、 三 元触媒

に おい て N20 が生成 され て い るこ とが確か められ た 。 高濃度 の N20 の 排出が起 きる温 度は 、窒

素酸化物浄化 率が最 高に達す る温度より幾分低い 温度範囲にあ り、触媒に おける N20 の生成量が

触媒の 活性化状態に左右 され て い るこ とが推察 された 。

　　三 元 触媒後におい て N20 濃度が 高い 温度 領域は 、親し い 触媒では 比較的低 く、 ま た範囲 も狭
い が 、長時間使用 した触媒で は 、 高温 側に移 る とと もに 、範囲 も広 くなる傾向が み られ た。
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